
様式－３

アスファルト混合物報告書

2026年2月23日

鳥取県県土整備部技術企画課長　様

製造会社

　所在地　鳥取県米子市和田町２１４１

　工場名　カ ネ ッ ク ス ㈱

　配合の設計条件

混　合　物　の　種　類 骨 材 の 最 大 寸 法 基 　準 　密 　度 混　合　温　度

再生粗粒度アスファル
ト混合物改質Ⅱ型 20) ｍｍ 2.403) ｇ/ｃｍ3 175 ℃

空　隙　率 飽　和　度 安　定　度 フ　ロ　ー　値

4.2 ％ 73.1) ％ 10.54) ｋN 30 1/100㎝

Ｄ　Ｓ　値　　

4,850 回/㎜

使　用　材　料　及　び　配　合　表

使　用　材　料　名 産　　地　　名 生　産　者　名 配 合 率 備　考

再生改質Ⅱ型
アスファルト

岡山県玉野市玉原 日進化成㈱ 3.82) ％

旧アスファルト - 1.08) ％

小計 4.90) ％

石　　　　　　　粉 岡山県新見市足立 足立石灰工業㈱ 2.0) ％

砕石

５号 山口県周南市大字金峰 ㈱鹿野興産 23.0) ％

６号 山口県山口市宮野上入野東 石田砕石㈱ 22.0) ％

７号 岡山県真庭市神代  ㈱マルケイ 14.0) ％

砂

粗目 島根県仁多郡奥出雲町  ㈱サンテック 13.0) ％

細目 鳥取県東伯郡北栄町東園  ㈲永田商事 6.0) ％

　目 - - - ％

スクリーニングス - - - ％

再生骨材
13-0㎜ 鳥取県米子市和田町 カネックス㈱ 20.0) ％

㎜ - - - ％

添加剤（  ）
配合率   % - - - ％



混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

アスフ ァ ルト 混合物配合設計報告書

１．使用材料の種類及び産地

材料の種類 製造会社名 産 地 材 質

２．配合割合

材 料

配 合 割 合 ％

３．合成粒度

ふ る い 目

室 内 粒 度 ％

現 場 粒 度 ％

目 標 粒 度

４．室内配合アスファルト量

アスファルト量 密 度 空 隙 率 飽 和 度 安 定 度 フ ロ ー 値 理 論密度 突固め回数

（ 回）（％） （ ｇ／ｃｍ ） （ ％） （ ％） （ ｋＮ） （ １／１００ｃｍ） （ ｇ／ｃｍ ）３ ３

5 号砕石 ㈱鹿野興産 山口県周南市大字金峰 硬質砂岩

6 号砕石 石田採石㈱ 山口県山口市宮野上入野東 硬質砂岩

7 号砕石 ㈱マルケイ 岡山県真庭市神代 硬質砂岩

粗砂 ㈱サンテック 島根県仁多郡奥出雲町下阿井 加工砂

細砂 ( 有) 永田商事 鳥取県東伯郡北栄町 天然砂

石灰石粉 足立石灰工業㈱ 岡山県新見市足立 石灰石

再生骨材1 3 - 0 カネックス㈱ 鳥取県米子市和田町 アスファルト廃材

ポリマー改質Ⅱ型アスファルト 日進化成株式会社 岡山県玉野市玉原 ポリマー改質Ⅱ型

5 号砕石

23. 0

6 号砕石

22. 0

7 号砕石

14. 0

粗砂

13. 0

細砂

6. 0

石灰石粉

2. 0

再生骨材1
3 - 0

20. 0

計

100. 0

53 mm 37. 5 31 . 5 26 . 5 19 13 . 2 9 . 5 4 . 75 2 . 36 1 . 18 600 μm300 150 75

100. 0

100. 0

100

97. 7

97. 8

95～
100

80. 0

79. 3

70～
90

47. 8

48. 2

35～
55

30. 6

31. 8

20～
35

18. 5

18. 4

11～
23

11. 8

12. 4

5～
16

6. 8

7. 9

4～
12

3. 7

4. 3

2～
7

4 . 9 2 . 4 0 3 4 . 2 7 3 . 1 1 0 . 5 4 3 0 2 . 5 0 8 7 5

４．５～６．０ ３～７ ６５～８５ ４．９０以上 ２０～４０



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英金
田

骨材試験成績表

試 験 項 目

密 度

表 乾

か さ

見 掛

ふるい目の開き

通
過
質
量
百
分
率
％

5 号砕石

5 号砕石

6 号砕石

6 号砕石

7 号砕石

7 号砕石

粗砂

粗砂

細砂

細砂

石灰石粉

石灰石粉

再生骨材1
3 - 0

再生骨材1
3 - 0

吸 水 率 ％

す り へ り 減 量 ％

安 定 性 ％

微 粒 分 量 試 験 ％

軟 石 含 有 量 ％

偏 平 細 長 石 片 ％

水 分 量 ％

単 位 容 積 質 量

粘 土 塊 量 ％

5 3 mm

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

2. 729

2. 717

2. 749

0. 424

3. 3

1. 650

0. 10

100. 0

90. 1

15. 7

2. 9

2. 699

2. 679

2. 733

0. 735

4. 0

1. 600

0. 05

100. 0

99. 1

3. 0

0. 8

2. 673

2. 652

2. 711

0. 820

1. 490

0. 12

100. 0

81. 6

1. 2

0. 3

2. 577

2. 543

2. 632

1. 321

1. 660

0. 14

100. 0

92. 6

37. 5

19. 3

7. 8

1. 6

2. 590

2. 530

2. 730

2. 310

1. 580

0. 19

100. 0

90. 9

52. 3

6. 4

1. 3

2. 710

0. 010

100. 0

97. 9

88. 0

1. 7

100. 0

97. 8

70. 2

50. 8

30. 6

21. 0

16. 8

8. 1



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

再生骨材の性状試験結果

材料名
試験項目

通
過

質
量

百
分

率
％

規 格 値

旧アスファルト含有率 ％

微粒分量試験による損失量 ％

最大密度

3 . 8 以上

2 0 以上

5 以下

旧アスファルト針入度 ( 2 5 ℃) 1 / 1 0 mm

再生改質アスファルト の性状

項 目 試 験 値 規 格 値

針入度 ( 2 5 ℃) 1 / 1 0 mm

軟 化 点 ℃

伸 度 ( 1 5 ℃) c m

タ フ ネ ス （ Ｎ ・ ｍ ）

テ ナ シ テ ィ （ Ｎ ・ ｍ ）

薄膜加熱質量変化率％

薄膜加熱針入度残留率％

蒸 発 後 の 針 入 度 比 ％

密 度 ( 1 5 ℃) g / c m
3

動 粘 度

( 1 2 0 ℃)

( 1 5 0 ℃)

( 1 8 0 ℃)

新・ 旧アスファルト配合比率

旧 新
ア ア

ス ス

フ フ
ァ ァ
ル ル

ト ト

針 針
入 入
度 度

5 3 mm

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

再生骨材1
3 - 0

1 0 0 . 0

9 7 . 8

7 0 . 2

5 0 . 8

3 0 . 6

2 1 . 0

1 6 . 8

8 . 1

5 . 3 9

2 2 . 0

1 . 7

2 . 4 6 4

1 . 032

41

63 . 5

93+

20 . 6

12 . 8

-0 . 08

77 . 1

---

---

---

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

新A s

旧A s

0

100

20

80

40

60

60

40

80

20

100

0

10 10

20 20

30 30

40 40

50 50

60 60

70 70

80 80

90 90

100 100

120 120

140 140

160 160

180 180

200 200

※改質アスファルトの性能により

針入度調整は行なわない



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

骨材粒度設計（ 修正後）

３．使用予定骨材の合成粒度 修正後

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大きさ別配合率 ( A ) ×( B ) 合 成 目 標

４．骨材の密度による配合率の補正 ※再生骨材は補正を行わない

骨 材

① 配 合 率

② 密 度

③ = ① × ②

補 正 配 合 率

③／計×（ 1 0 0 - 再生配合比）

計

5 号砕石 6 号砕石 7 号砕石 粗砂 細砂 石灰石粉 再生骨材1
3 - 0

5 3 mm

5 3 mm

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

23. 0 22. 0 14. 0 13. 0 6. 0 2. 0 20. 0

100. 0

23. 0

90. 1

20. 7

15. 7

3. 6

2. 9

0. 7

100. 0

22. 0

99. 1

21. 8

3. 0

0. 7

0. 8

0. 2

100. 0

14. 0

81. 6

11. 4

1. 2

0. 2

0. 3

0. 0

100. 0

13. 0

92. 6

12. 0

37. 5

4. 9

19. 3

2. 5

7. 8

1. 0

1. 6

0. 2

100. 0

6. 0

90. 9

5. 5

52. 3

3. 1

6. 4

0. 4

1. 3

0. 1

100. 0

2. 0

97. 9

2. 0

88. 0

1. 8

100. 0

20. 0

97. 8

19. 6

70. 2

14. 0

50. 8

10. 2

30. 6

6. 1

21. 0

4. 2

16. 8

3. 4

8. 1

1. 6

100. 0

97. 7

80. 0

47. 8

30. 6

18. 5

11. 8

6. 8

3. 7

100. 0

97. 5

80. 0

45. 0

27. 5

17. 0

10. 5

8. 0

4. 5



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

骨 材 の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

作 図 法 修 正 後
粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

修正後

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 mm

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 7 . 7

8 0 . 1

4 8 . 2

2 8 . 5

1 8 . 8

1 2 . 9

8 . 0

5 . 5

1 0 0 . 0

9 7 . 7

8 0 . 0

4 7 . 8

3 0 . 6

1 8 . 5

1 1 . 8

6 . 8

3 . 7

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

7 0 ～ 9 0

3 5 ～ 5 5

2 0 ～ 3 5

1 1 ～ 2 3

5 ～ 1 6

4 ～ 1 2

2 ～ 7

53 mm

37. 5

31 . 5

26 . 51913 . 29 . 54 . 752 . 361 . 18600 μm30015075
0
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目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英金
田

混合物の理論最大密度計算表

骨 材 の 種 類 Ａ 骨 材 の み Ｂ( )旧アスファルト含む

計

設 計 針 入 度 1 / 1 0 mm

旧 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

新 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

再生アスフ ァ ルト 量

再生アスフ ァ ルト 量

旧ア ス フ ァ ル ト 量

新ア ス フ ァ ル ト 量

旧アスファルト／新アスファルト 比

（ ％）

（ 外割％）

（ 外割％）

（ 外割％）

① ② ③ ④

骨 材 の 種 類 配合率（ ％） 計算に用いる密度( )密度 ②／③

Σ②＝ Σ④＝

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

新アスファルト量

( % )

新アスファルトの

密 度
⑤／⑥ Σ④ ⑦＋⑧ 理論最大密度

( Σ②＋⑤） ／⑨

5 号砕石 2 3 . 0 2 3 . 0 0

6 号砕石 2 2 . 0 2 2 . 0 0

7 号砕石 1 4 . 0 1 4 . 0 0

粗砂 1 3 . 0 1 3 . 0 0

細砂 6 . 0 6 . 0 0

石灰石粉 2 . 0 2 . 0 0

再生骨材1 3 - 0 2 0 . 0 2 1 . 1 4

1 0 0 . 0 1 0 1 . 1 4

1 . 1 4

4 . 0

4 . 1 7

1 . 1 4

3 . 0 3

2 7 7 3/

4 . 5

4 . 7 1

1 . 1 4

3 . 5 7

2 4 7 6/

5 . 0

5 . 2 6

1 . 1 4

4 . 1 2

2 2 7 8/

5 . 5

5 . 8 2

1 . 1 4

4 . 6 8

2 0 8 0/

6 . 0

6 . 3 8

1 . 1 4

5 . 2 4

1 8 8 2/

ＯＡＣ

4 . 9

5 . 1 5

1 . 1 4

4 . 0 1

2 2 7 8/

5 号砕石 2 3 . 0 0 2 . 7 4 9 8 . 3 6 7

6 号砕石 2 2 . 0 0 2 . 7 3 3 8 . 0 5 0

7 号砕石 1 4 . 0 0 2 . 7 1 1 5 . 1 6 4

粗砂 1 3 . 0 0 2 . 6 3 2 4 . 9 3 9

細砂 6 . 0 0 2 . 7 3 0 2 . 1 9 8

石灰石粉 2 . 0 0 2 . 7 1 0 0 . 7 3 8

再生骨材1 3 - 0 2 1 . 1 4 2 . 4 6 4 8 . 5 8 0

1 0 1 . 1 4 3 8 . 0 3 6

3 . 0 3 2 . 9 3 3 4 0 . 9 6 9 2 . 5 4 3

3 . 5 7 3 . 4 5 6 4 1 . 4 9 2 2 . 5 2 4

4 . 1 2 3 . 9 8 8 4 2 . 0 2 4 2 . 5 0 5

4 . 6 8 4 . 5 3 0 4 2 . 5 6 6 2 . 4 8 6

5 . 2 4 5 . 0 7 3 4 3 . 1 0 9 2 . 4 6 8

ＯＡＣ 4 . 0 1 3 . 8 8 2 4 1 . 9 1 8 2 . 5 0 8

1 . 0 3 3 3 8 . 0 3 6



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英金
田

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（ Ａ） アスファルトの温度 ℃

骨材の温度 ℃ 突固め温度 ℃ 突固め回数 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

密 度 安 定 度試

験

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量

供
試
体
平
均
厚

空

中

質

量

水

中

質

量

表

乾

質

量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨

材

間

隙

率

飽

和

度

力
計
の
読
み

安

定

度

フ

ロ

｜

値

備

考

⑤－④ ③／⑥ ①×⑦
（ Ａ）

⑨＋⑩ ⑨／⑪×１００

⑩＝（ １- ⑦／⑧） ×１００

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

（％） （ ｃｍ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｃ ｃ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ％） （ ％） （ ％） （ ％） （ ｋ Ｎ）
１／１００
ｃｍ３ ３

再生ポリマー改質Ⅱ型アスファルト 1 . 0 3 2

7 5

標

準

4. 0

1 1195. 9 696. 1 1197. 9 501. 8 2. 383 9. 65 26

2 1195. 8 696. 5 1197. 5 501. 0 2. 387 10. 25 27

3 1195. 2 694. 4 1197. 0 502. 6 2. 378 9. 35 25

2. 383 2. 543 9. 2 6. 3 15. 5 59. 4 9. 75 26

標

準

4. 5

4 1204. 9 704. 8 1207. 1 502. 3 2. 399 10. 07 29

5 1205. 3 703. 6 1206. 9 503. 3 2. 395 10. 59 28

6 1206. 0 704. 0 1208. 0 504. 0 2. 393 10. 22 27

2. 396 2. 524 10. 4 5. 1 15. 5 67. 1 10. 29 28

標

準

5. 0

7 1214. 6 713. 2 1216. 1 502. 9 2. 415 10. 96 31

8 1214. 8 710. 5 1217. 1 506. 6 2. 398 10. 10 31

9 1214. 5 711. 9 1216. 3 504. 4 2. 408 10. 73 29

2. 407 2. 505 11. 7 3. 9 15. 6 75. 0 10. 60 30

標

準

5. 5

10 1225. 9 719. 9 1227. 7 507. 8 2. 414 10. 78 32

11 1225. 2 719. 0 1227. 0 508. 0 2. 412 10. 02 32

12 1224. 7 718. 4 1227. 0 508. 6 2. 408 10. 75 34

2. 411 2. 486 12. 8 3. 0 15. 8 81. 0 10. 52 33

標

準

6. 0

13 1234. 9 723. 4 1237. 3 513. 9 2. 403 10. 65 36

14 1236. 0 726. 9 1238. 3 511. 4 2. 417 9. 68 33

15 1235. 7 725. 4 1237. 5 512. 1 2. 413 10. 20 33

2. 411 2. 468 14. 0 2. 3 16. 3 85. 9 10. 18 34



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（ ％）

アスファルト量（ ％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ ｇ／ｃ ｍ ）３

（ ％）

（ １／１００ｃ ｍ）

( k N )

（ ％）

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

2. 330

2. 350

2. 370

2. 390

2. 410

2. 430

2. 450

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

( ４．９０以上)

( ３～７) ( ６５～８５)

( ２０～４０)

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

共通範囲 4. 35～ 5. 50 （ ％）

設計アスファルト量 4. 9 （ ％）



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英金
田

水浸マ ーシ ャ ル安定度試験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（ Ａ） アスファルトの温度 ℃

骨材の温度 ℃ 突固め温度 ℃ 突固め回数 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

密 度 安 定 度試

験

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量

供
試
体
平
均
厚

空

中

質

量

水

中

質

量

表

乾

質

量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨

材

間

隙

率

飽

和

度

力
計
の
読
み

安

定

度

フ

ロ

｜

値

残

留

安

定

度

⑤－④ ③／⑥ ①×⑦
（ Ａ）

⑨＋⑩ ⑨／⑪×１００

⑩＝（ １- ⑦／⑧） ×１００

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

（％） （ ｃｍ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｃ ｃ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ％） （ ％） （ ％） （ ％） （ ｋ Ｎ）
１／１００
ｃｍ （ ％）３ ３

再生ポリマー改質Ⅱ型アスファルト 1 . 0 3 2

7 5

標

準

4. 9

1 1200. 1 699. 0 1200. 7 501. 7 2. 392 10. 62 32

2 1200. 2 703. 2 1201. 2 498. 0 2. 410 10. 20 28

3 1199. 7 702. 1 1200. 5 498. 4 2. 407 10. 80 30

2. 403 2. 508 11. 4 4. 2 15. 6 73. 1 10. 54 30

水

浸

4. 9

1 1200. 7 703. 5 1201. 7 498. 2 2. 410 10. 47 34

2 1200. 8 699. 5 1201. 7 502. 2 2. 391 9. 97 32

3 1199. 8 702. 2 1200. 7 498. 5 2. 407 9. 69 36

2. 403 2. 508 11. 4 4. 2 15. 6 73. 1 10. 04 34 95. 3



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

水 浸 マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

： 残留安定度％（ 右目盛） 7 5 以上

残

留

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（ ％）

アスファルト量（ ％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ ｇ／ｃ ｍ ）３

（ ％）

（ １／１００ｃ ｍ）

( k N ) （ ％）

（ ％）

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

2. 330

2. 350

2. 370

2. 390

2. 410

2. 430

2. 450

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

70

75

80

85

90

95

100

( ３～７) ( ６５～８５)

( ２０～４０)

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

共通範囲 4. 35～ 5. 50 （ ％）

設計アスファルト量 4. 9 （ ％）



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

骨材粒度設計（ 修正後）

３．使用予定骨材の合成粒度 修正後

骨 材

配 合 率 Ａ ％

通

過

質

量

百

分

率

Ｂ

％

各骨材のふるい目の大きさ別配合率 ( A ) ×( B ) 合 成 目 標

４．骨材の密度による配合率の補正 ※再生骨材は補正を行わない

骨 材

① 配 合 率

② 密 度

③ = ① × ②

補 正 配 合 率

③／計×（ 1 0 0 - 再生配合比）

計

４ビン ３ビン ２ビン １ビン 再生骨材 回収ダスト 石粉

5 3 mm

5 3 mm

3 7 . 5

3 7 . 5

3 1 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

2 6 . 5

1 9

1 9

1 3 . 2

1 3 . 2

9 . 5

9 . 5

4 . 7 5

4 . 7 5

2 . 3 6

2 . 3 6

1 . 1 8

1 . 1 8

6 0 0 μm

6 0 0 μm

3 0 0

3 0 0

1 5 0

1 5 0

7 5

7 5

17. 0 27. 0 14. 0 19. 5 20. 0 0. 5 2. 0

100. 0

17. 0

87. 2

14. 8

3. 5

0. 6

100. 0

27. 0

85. 5

23. 1

2. 9

0. 8

100. 0

14. 0

81. 7

11. 4

3. 4

0. 5

100. 0

19. 5

95. 4

18. 6

50. 2

9. 8

29. 3

5. 7

10. 4

2. 0

2. 1

0. 4

100. 0

20. 0

97. 8

19. 6

70. 2

14. 0

50. 8

10. 2

30. 6

6. 1

21. 0

4. 2

16. 8

3. 4

8. 1

1. 6

100. 0

0. 5

100. 0

2. 0

98. 1

2. 0

88. 3

1. 8

100. 0

97. 8

79. 3

48. 2

31. 8

18. 4

12. 4

7. 9

4. 3

100. 0

97. 7

80. 0

47. 8

30. 6

18. 5

11. 8

6. 8

3. 7



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

骨 材 の 粒 径 加 積 曲 線 図

５．合成粒度

合 成 粒 度
ふ る い 目

作 図 法 修 正 後
粒 度 範 囲

６．粒径加積曲線図

粒度範囲

修正後

ふ る い 目

通

過

質

量

百

分

率

％

5 3 mm

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 0 0 . 0

9 7 . 7

7 8 . 8

5 0 . 4

3 0 . 0

1 7 . 7

1 2 . 4

8 . 2

4 . 9

1 0 0 . 0

9 7 . 8

7 9 . 3

4 8 . 2

3 1 . 8

1 8 . 4

1 2 . 4

7 . 9

4 . 3

1 0 0

9 5 ～ 1 0 0

7 0 ～ 9 0

3 5 ～ 5 5

2 0 ～ 3 5

1 1 ～ 2 3

5 ～ 1 6

4 ～ 1 2

2 ～ 7

53 mm

37. 5

31 . 5

26 . 51913 . 29 . 54 . 752 . 361 . 18600 μm30015075
0
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目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

混合物の理論最大密度計算表

骨 材 の 種 類 Ａ 骨 材 の み Ｂ( )旧アスファルト含む

計

設 計 針 入 度 1 / 1 0 mm

旧 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

新 ア ス フ ァ ル ト 量 ( 外割％)

再生アスフ ァ ルト 量

再生アスフ ァ ルト 量

旧ア ス フ ァ ル ト 量

新ア ス フ ァ ル ト 量

旧アスファルト／新アスファルト 比

（ ％）

（ 外割％）

（ 外割％）

（ 外割％）

① ② ③ ④

骨 材 の 種 類 配合率（ ％） 計算に用いる密度( )密度 ②／③

Σ②＝ Σ④＝

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

新アスファルト量

( % )

新アスファルトの

密 度
⑤／⑥ Σ④ ⑦＋⑧ 理論最大密度

( Σ②＋⑤） ／⑨

5 号砕石 2 3 . 0 2 3 . 0 0

6 号砕石 2 2 . 0 2 2 . 0 0

7 号砕石 1 4 . 0 1 4 . 0 0

粗砂 1 3 . 0 1 3 . 0 0

細砂 6 . 0 6 . 0 0

石灰石粉 2 . 0 2 . 0 0

再生骨材1 3 - 0 2 0 . 0 2 1 . 1 4

1 0 0 . 0 1 0 1 . 1 4

1 . 1 4

4 . 9

5 . 1 5

1 . 1 4

4 . 0 1

2 2 7 8/

5 号砕石 2 3 . 0 0 2 . 7 4 9 8 . 3 6 7

6 号砕石 2 2 . 0 0 2 . 7 3 3 8 . 0 5 0

7 号砕石 1 4 . 0 0 2 . 7 1 1 5 . 1 6 4

粗砂 1 3 . 0 0 2 . 6 3 2 4 . 9 3 9

細砂 6 . 0 0 2 . 7 3 0 2 . 1 9 8

石灰石粉 2 . 0 0 2 . 7 1 0 0 . 7 3 8

再生骨材1 3 - 0 2 1 . 1 4 2 . 4 6 4 8 . 5 8 0

1 0 1 . 1 4 3 8 . 0 3 6

4 . 0 1 3 . 8 8 2 4 1 . 9 1 8 2 . 5 0 81 . 0 3 3 3 8 . 0 3 6



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

アスファルトの種類 アスファルトの密度（ Ａ） アスファルトの温度 ℃

骨材の温度 ℃ 突固め温度 ℃ 突固め回数 回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

密 度 安 定 度試

験

条

件

供

試

体

番

号

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量

供
試
体
平
均
厚

空

中

質

量

水

中

質

量

表

乾

質

量

容

積

か

さ

理

論

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

容

積

空

隙

率

骨

材

間

隙

率

飽

和

度

力
計
の
読
み

安

定

度

フ

ロ

｜

値

備

考

⑤－④ ③／⑥ ①×⑦
（ Ａ）

⑨＋⑩ ⑨／⑪×１００

⑩＝（ １- ⑦／⑧） ×１００

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

（％） （ ｃｍ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｇ ） （ ｃ ｃ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ｇ ／ｃ ｍ ） （ ％） （ ％） （ ％） （ ％） （ ｋ Ｎ）
１／１００
ｃｍ３ ３

再生ポリマー改質Ⅱ型アスファルト 1 . 0 3 2

7 5

標

準

4. 9

1 1201. 4 701. 5 1202. 7 501. 2 2. 397 10. 39 32

2 1200. 9 701. 1 1202. 3 501. 2 2. 396 10. 43 28

3 1200. 3 703. 6 1200. 8 497. 2 2. 414 10. 81 31

2. 402 2. 508 11. 4 4. 2 15. 6 73. 1 10. 54 30



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英金
田

マ ー シ ャ ル 安 定 度 試 験

密

度

空

隙

率

フ

ロ

｜

値

安

定

度

飽

和

度

アスファルト量（ ％）

アスファルト量（ ％）

密 度

安 定 度

空 隙 率

飽 和 度

フロー値

（ ｇ／ｃ ｍ ）３

（ ％）

（ １／１００ｃ ｍ）

( k N )

（ ％）

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0 4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

2. 330

2. 350

2. 370

2. 390

2. 410

2. 430

2. 450

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

( ４．９０以上)

( ３～７) ( ６５～８５)

( ２０～４０)

4. 0 4. 5 5. 0 5. 5 6. 0

共通範囲 4. 35～ 5. 50 （ ％）

設計アスファルト量 4. 9 （ ％）



目 的 配 合 設 計

混合物の種類 再生粗粒度アスファルト混合物( 2 0 ) ポリマー改質Ⅱ型

試験年月日 ２０２６年 ２月

試 験 者 金田道英
金
田

現場配合の決定

骨材配合比 外割配合比 内割配合比 １バッチ質量（ ｋ ｇ ） 骨材累加質量（ ｋ ｇ ）

旧 ア ス フ ァ ル ト

新 ア ス フ ァ ル ト

合 計

（％） （％） （％）

１バッチ ２０００ ｋｇ

４ ビ ン

３ ビ ン

２ ビ ン

１ ビ ン

再 生 骨 材

回 収 ダ ス ト

石 粉

1 7 . 0 1 7 . 0 0 1 6 . 1 7 3 2 3 1 4 7 4

2 7 . 0 2 7 . 0 0 2 5 . 6 8 5 1 4 1 1 5 1

1 4 . 0 1 4 . 0 0 1 3 . 3 1 2 6 6 6 3 7

1 9 . 5 1 9 . 5 0 1 8 . 5 4 3 7 1 3 7 1

2 0 . 0 2 1 . 1 4 2 0 . 1 0 4 0 2 4 0 2

0 . 5 0 . 5 0 0 . 4 8 9 . 6 9 . 6

2 . 0 2 . 0 0 1 . 9 0 3 8 . 0 4 7 . 6

( ) ( )1 . 1 4 1 . 0 8

4 . 0 1 3 . 8 2 7 6 . 4 7 6 . 4

1 0 0 . 0 1 0 5 . 1 5 1 0 0 . 0 0 2 0 0 0 . 0 2 0 0 0 . 0

混 合 時 間・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ドライタイム 3 0秒 ウェットタイム 6 0秒


